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親 会 社 名 明治安田生命保険相互会社 親会社における当社の株式保有比率 １００％ 

１．経営成績（２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日） 

１株当たり 

当期純利益 

自己資本 

当期純利益率 
正味損害率 正味事業費率 

円 銭 ％ ％ ％ 

２ ０ ２ １ 年 ３ 月 期 １，８０４ １７ ２．９ ４１．４ ５０．１ 

２ ０ ２ ０ 年 ３ 月 期 １，９００ ０７ ３．２ ４０．２ ４８．２ 

（注）金額は記載単位未満を切り捨てており、諸比率は四捨五入により表示しております。また、マイナスの場合は 

△表示しております。以下の諸表も同様であります。 

○正味損害率 ･･･
正味支払保険金＋損害調査費 

×１００ 
正味収入保険料 

○正味事業費率 ･･･
諸手数料及び集金費＋営業費及び一般管理費 

×１００ 
正味収入保険料 

なお、営業費及び一般管理費は保険引受に係るものに限ります。 

２．財政状態（２０２１年３月３１日現在） 

総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 
百万円 百万円 ％ 円 銭 

２０２１年３月期 ６６，５４２ ２５，１１９ ３７．７ ６２，７９８ ８６ 

２０２０年３月期 ５０，７１５ ２３，９７２ ４７．３ ５９，９３２ １５ 

（参考） 自己資本  2021 年 3 月期  25,119 百万円   2020 年 3 月期  23,972 百万円 

３．配当の状況 

年間配当金 配当金総額 

（合計） 
配当性向 

純資産 

配当率 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計(注) 

円  銭 円  銭 円  銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

２０２０年３月期 ― ― ― 950 00 950 00 380 50.0 1.6 

２０２１年３月期 ― ― ― 1,262 92 1,262 92 505 70.0 2.0 

正味収入保険料 経 常 利 益      当期純利益 

百万円   百万円 百万円 

２ ０ ２ １ 年 ３ 月 期 １４，７４３ １，３９３ ７２１ 

２ ０ ２ ０ 年 ３ 月 期 １５，４７１ １，３３６ ７６０ 



 

※ 注記事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更         ： 無 

② ①以外の会計方針の変更                 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更                 ：  無 

④ 修正再表示                     ： 無 

（２）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数 

 （自己株式を含む） 
2021 年 3 月期 400,000 株 2020 年 3 月期 400,000 株 

② 期末自己株式数 2021 年 3 月期 ―  株 2020 年 3 月期 ―  株 
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１．２０２０年度の事業概況 

 

（経営環境） 

当年度の日本経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大（以下、「新型コロナ禍」）による緊急事態宣言

を受けた経済活動の制限により年度始に大きく落ち込みました。夏場以降は経済活動の再開が進むなか、政策

効果もあり、個人消費が持ち直したほか、中国向けを中心に輸出も堅調な推移が続き回復局面となりましたが、

年末以降、感染再拡大を受け、景気は再び停滞気味の推移となりました。長期金利は、均せば横ばい圏内での

推移が続いたのち、年度末にかけて米金利の上昇に追随する形で上昇しました。株価は、政府による経済対策

の決定や米国大統領選結果を好感したほか、ワクチンの開発進展と普及による海外株の上昇もあって上昇傾向

で推移し、2 月には約 30 年ぶりに一時 3 万円台を回復しましたが、期末はやや調整して終えました。 

 

（事業の経過） 

【2020 年度特別計画】 

当社は、2020 年 4 月から、2020-2022 年度を対象期間とする第 6 次中期経営計画「MYG Challenges for 

Sustainability 2023（MYG(ミグ)チャレ 2023）」のスタートを予定していました。しかしながら、今般の新型

コロナ禍に伴う経営環境の変化をふまえ、中期経営計画のスタートを 1 年延期し、単年度の特別計画として

「2020 年度特別計画」（以下、「本特別計画」）を策定・開始しました。 

「MYG チャレ 2023」では、当社が「10 年後にめざす姿」として、 

 お客さまのニーズに応える商品・サービスの提供および保険引受・保険金支払等の基幹機能の高度化を

通じて、お客さまから信頼を得て選ばれ続ける損害保険会社 

 明治安田グループの一員として、生命の「団保 No.1」をサポートする会社としての役割を最大限発揮す

ることならびに中堅・中小企業開拓による個保支援を通じて、明治安田グループの企業価値向上に寄与

する損害保険会社 

の 2 つを定めていました。本特別計画でもこの方向性を堅持しつつ、 

 「10 年後にめざす姿」の実現と会社の永続的発展に向けた経営基盤の維持・拡充（お客さまの満足度の

向上・経営態勢の強化） 

 2021 年度始からの第 6 次中期経営計画（「MYG チャレ 2024」）の円滑なスタートに向けた態勢の確立 

の 2 点を基調とし、当社の特色である「企業・団体のお客さま向けに特化した事業モデル」をベースに、持続

的な成長の実現に取り組み、保険引受・保険金支払等の基幹機能の高度化を通じたお客さま満足度の向上に注

力しました。 

こうした本特別計画の趣旨をふまえ、経営目標には業績に関する指標に代えて「代理店アクション件数」  

（※1）を設定し、代理店への提案・支援や代理店との関係強化に取り組みました。 

（※1）全代理店（500 店＜2020 年 3 月末現在＞）に対するアクセスを前提に、中核代理店（276 店）等に対する「提案・

支援アクション」と「関係強化アクション」の延べ件数 

 

【新型コロナウイルス感染症への対応】 

新型コロナウイルス感染症（以下、「新型コロナ」）の拡大状況および事業への影響の重大性に鑑み、2020 年

4 月から危機管理体制を最高レベルに引き上げ、社長を本部長とする「特別対策本部」を設置し対応を行ない

ました。社会的要請への対応と職員の安全確保を最優先に、緊急事態宣言が発出された 2020 年 4 月 7 日から

同 5 月 25 日までと 2021 年 1 月 7 日から同 3 月 18 日までの期間について、お客さまへのサービス水準維持を
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前提に、シフト勤務やテレワークを活用して全社的な出社率を大幅に抑制する業務遂行態勢をとり、保険金の

お支払いをはじめとする基幹業務を確実に遂行する業務運営を行ないました。緊急事態宣言が発出されていな

い期間においても、政府が提唱する「新しい生活様式」に基づく安全管理を継続し、テレワークや時差出勤の

励行、「三密」の回避に向けた執務室レイアウトの変更や会議運営の見直し、マスクの着用や手洗い・消毒の励

行、本人・家族の体調悪化時の報告ルールの徹底、感染（懸念）時の特別休暇の付与・自宅待機など、感染防

止対策を徹底しています。 

また、新型コロナ禍によるお客さまへの影響を考慮し、保険契約をご継続いただけるよう「保険料払込猶予

期間の延長」や「契約更新手続期間の延長」、「特定感染症による保険金支払特約（※2）の改定による新型コロ

ナの補償対象への追加」、「臨時施設等や自宅で入院と同等の療養を行なった場合のお取扱い」（※3）等の特別

取扱いを行ないました。新型コロナを原因とするお支払いは、2021 年 3 月末時点で、入院保険金等 210 件・

1,115 万円となりました。 

なお、新型コロナ禍の影響が今後も継続することも見据え、保険金支払等の基幹業務を中心に、さらなるテ

レワーク環境等の整備・拡充に取り組んでいます。 

（※2）「特定感染症による後遺障害保険金、入院保険金および通院保険金支払特約」「特定感染症による後遺障害保険

金、入院保険金、通院保険金および葬祭費用保険金支払特約」（普通傷害保険、家族傷害保険、傷害総合保険） 

（※3）医師の診断・指示に基づき臨時施設等や自宅で入院と同等の療養を行なった場合について、病院等に入院したも

のとみなして保険金をお支払いする取扱い 

 

【分野別の当会計期間の主な取組み】 

このような情勢のなか、本特別計画における重点３方針として、 

① 「団保 No.1」に貢献し続ける会社として、営業支援・営業推進機能の役割拡充に向けた見直しおよび商

品競争力の強化を図りつつ、経営資源の有効活用を通じ、持続的成長に向けた「営業態勢の強化」 

② 保険金支払業務の品質向上、保険引受リスク管理の高度化、ならびに効果的なＩＴ活用等を通じた  

「お客さまの満足度の向上」 

③ 従業員にとってさらなる魅力ある会社、人財力溢れる会社をめざすとともに、新型コロナ禍におけるリ

スク管理、ＥＲＭの経営への浸透・定着および危機管理（ＢＣＰ）対応の拡充等を通じ、「自律化経営」

の礎となる「経営態勢の強化」 

を掲げ、さまざまな取組みを行ないました。 

 

[営業・サービス] 

企業・団体のお客さま向けの福利厚生制度関連商品の加入者数の維持・拡大を図るとともに、企業のお客さ

まの経営を支える取引信用保険や会社役員賠償責任保険（Ｄ＆Ｏ保険）等についても、既契約の安定的な更改

と新規契約の開拓に向け、コンサルティング力の向上と代理店との連携強化に取り組みました。 

代理店とのリレーションの維持・強化に向けては、代理店への支援強化に向けた「提案・支援アクション」

と代理店との関係強化に向けた「関係強化アクション」からなる「代理店アクション」を推進し、2021 年 3 月

末時点で、経営目標に掲げた「代理店アクション件数」350 件に対し 408 件（達成率 116.5％）と、目標を大

きく上回りました。 

また、保険会社の基幹機能である損害サービス業務については、新型コロナ禍のなか、保険金支払の大幅な

遅れや事務リスクの発生を防ぎつつ、請求手続の簡素化・利便性向上の検討に取り組むなど、お客さま満足度

のいっそうの向上に向けた取組みを行ないました。 
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[経営品質] 

当社の経営理念「確かな安心を、いつまでも」に基づき策定した「お客さま志向の業務運営方針」のもと、

お客さまの最善の利益が図られるよう、お客さま志向の業務運営を推進しています。 

当会計期間では、まず、リスク管理の高度化について、新型コロナ禍の影響等をふまえ、「2020 年度重要リス

ク」の再評価を行ないました。「新型コロナへの対応が不十分となるリスク」を特に注視すべきトップリスク

に追加し、パンデミックにおいても業務をより着実に遂行できるよう、新型コロナ禍の状況をふまえたリスク

評価書・手順解説書等の検証・見直しや、テレワーク基盤のいっそうの整備を含む危機管理（ＢＣＰ）への対

応の高度化等に取り組みました。また、システムリスクに関しても、システムリスク管理態勢の見直しや、サ

イバーセキュリティへの取組みの高度化等を推進しました。 

統合的リスク管理（ＥＲＭ）については、経営への浸透・定着を図る観点から、経済価値ベースのソルベン

シー比率（ＥＳＲ）とリスク対比でのリターン（ＲｏＲ）を、本特別計画における確認指標としてモニタリン

グしています。 

お客さま志向の業務運営については、2017 年 9 月に公表した「お客さま志向の業務運営方針」に関するこれ

までの取組状況（2019 年 4 月～2020 年 3 月）を、2020 年 6 月に公表しました。経営理念（「確かな安心を、い

つまでも」）に基づく「お客さま志向の業務運営方針」の定着度合いを評価するための、お客さま満足度に関す

る指標（①ご契約者（企業・団体）さまの声、②ご加入者（被保険者）さまの声）のいずれにおいても、引き

続き高い水準を維持しています。 

健全性については、2021 年 3 月末のソルベンシー・マージン比率が 2,832.2%と、引き続き十分な健全性を維

持しています。 

コンプライアンスについては、「業務のあらゆる 面において最優先する」という基本的考え方のもと、コン

プライアンス風土のいっそうの醸成や態勢の高度化に取り組み、明治安田生命グループ共通の企業理念である

「明治安田フィロソフィー」や、グループ従業員の行動規範である「私たちの行動原則」を活用したプリンシ

プルベースのコンプライアンス教育に取り組みました。また、これらの企業理念や行動規範を職員一人ひとり

が「自分ごと化」して日々の業務に活かせるよう、全職員の具体的な経験を行動原則の視点から集約した「明

治安田損害保険の行動事例集」を作成・配付しました。 

人財の育成・活用については、従業員の健康増進に資する多様で柔軟な働き方の推進に、新型コロナ禍での

テレワークや時短勤務等の経験もふまえて取り組むとともに、快適で働きやすい活力ある職場づくり、職員の

いっそうの能力発揮に向けた人事制度の整備・運用と人財育成態勢の確立・浸透、中途採用の推進や契約社員

から正社員への登用、業務効率化の観点も含めた人事システムの高度化の推進等に取り組みました。 

また、明治安田生命の「お客さま」「地域社会」「従業員」の健康増進を応援する「みんなの健活プロジェク

ト」（「健活」と通称）の展開にあわせ、引き続き全社をあげて健康づくりに取り組んでおり、2020 年度におい

ても、健康保険組合連合会東京連合会認定の健康優良企業「銀の認定」および経済産業省・日本健康会議によ

る「健康経営優良法人（中小規模法人部門）」を取得しています。 

なお、当社は 2020 年度、旧・明治損害保険と旧・安田ライフ損害保険との合併から 15 周年を迎えました。

この 15 年間、お客さまに確かな安心をお届けし続けられたことへの「感謝」と、持続可能な成長にこれから

も挑戦していく「意志」の表明として、「健活」と「ＳＤＧｓ」をキーワードとする「15 周年記念企画」を実

施しました。「健活」の一環として行なうウォーキングに全役職員が参加し、その歩数に応じた金額を、ＳＤＧ

ｓ関連の活動を行なっている３つの団体に寄付させていただきました。 
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 [資産運用] 

安全性・健全性・流動性に引き続き留意し、中長期的に安定収益を確保することを基本方針とし、国債によ

る運用を基本に、収益力向上の観点から、投資信託による内外の債券・株式等へ分散投資を実施しています。

本特別計画においても、2020 年度資産運用計画に基づき、安定収益の確保を企図したコア運用と、期間収益向

上を企図したサテライト運用を行ないました。 

 

（事業の成果） 

以上のような取組みを行なった結果、2020 年度の事業の成果は次のとおりであります。 

損益につきましては、保険引受収益が 153 億 11 百万円、資産運用収益が 4 億 84 百万円となり、経常収益は

158 億 5 百万円となりました。一方、保険引受費用が 101 億 54 百万円、営業費及び一般管理費が 42 億 49 百万

円となり、経常費用は 144 億 12 百万円となりました。この結果、経常利益は前期に比べて 57 百万円増加し、

13 億 93 百万円となりました。 

経常利益に特別損失、法人税及び住民税ならびに法人税等調整額を加減した当期純利益は前期に比べて  

38 百万円減少し、7 億 21 百万円となりました。 

 

保険引受の概況は次のとおりであります。 

保険引受収益のうち、正味収入保険料は前期に比べて 7 億 28 百万円減少し、147 億 43 百万円となりました。

保険引受費用のうち正味支払保険金は前期に比べて 1 億 71 百万円減少し、53 億 16 百万円となり、これに損

害調査費を加えた正味損害率は 41.4％となりました。また保険引受に係る営業費及び一般管理費については

前期に比べて 94 百万円減少し、41 億 79 百万円となった結果、正味事業費率は 50.1％となりました。これら

に積立保険料等運用益、支払備金戻入額および責任準備金繰入額などを加減した保険引受利益は前期より 4 億

16 百万円増加し、9 億 76 百万円となりました。 

 

主な保険種目の状況は次のとおりであります。 

火災保険：正味収入保険料は 2 億 23 百万円となりました。正味支払保険金は 3 億 88 百万円で、正味損害率

は 187.0％であります。 

傷害保険：正味収入保険料は 120 億 75 百万円となりました。正味支払保険金は 38 億 89 百万円で、正味損

害率は 38.1％であります。 

その他の保険：その他の保険は、自動車損害賠償責任保険、賠償責任保険、信用保険、労働者災害補償責任

保険などが主なものであり、正味収入保険料は 24 億 45 百万円となりました。正味支払保険金は 10 億 38 百万

円で、正味損害率は 44.4％であります。 

 

資産運用の概況は次のとおりであります。 

2021 年 3 月 31 日現在の総資産は 665 億 42 百万円となりました。このうち運用資産は 617 億 46 百万円とな

りました。 

総資産に対する運用資産の比率は 92.8％であります。資産の主な内訳は、国債 239 億 22 百万円、その他

の証券 143 億 50 百万円、預貯金 39 億 41 百万円などであります。また、利息及び配当金収入は 4 億 62 百万

円となりました。 
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（対処すべき課題） 

「2020年度特別計画」は、経営目標とする「代理店アクション件数」を含め、順調な取組みが進みました。 

一方、新型コロナ禍の収束時期が見通せないなか、非対面のコミュニケーションやリモートワーク等、情報

通信技術を活用した「新しい生活様式」が浸透しつつあります。今後、社会のデジタルシフトが一気に加速し、

非対面の経済活動の常態化や、テレワーク等による仕事と生活の接近などに伴う健康やワーク・ライフ・バラ

ンスへの意識の高まりなど、さらに大きな社会的な変化が生じる可能性もあると認識しています。 

 

このような内外の環境変化をふまえ、2021年度にスタートする第6次中期経営計画（「MYGチャレ2024」）にお

いて、デジタルトランスフォーメーションの取組みや、お客さま満足度・従業員満足度の向上に向けた取組み

をさらに進めるとともに、「10年後にめざす姿」に向けたさらなる取組みを推進してまいります。 

当社はこれからも、明治安田生命の生命保険事業とのシナジー効果を発揮して、主に企業・団体のお客さま

を中心に特色ある付加価値の高い保険サービスをご提供するとともに、お客さまのご期待にお応えすることと、

ＳＤＧｓの達成や社会的課題の解決に貢献することの両面から、経営理念等に掲げる「お客さまを大切にする

会社」を実現してまいります。 
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２．財務諸表

（１）貸借対照表

(単位:百万円,％)

２０１９年度 ２０２０年度

（2020年3月31日現在) （2021年3月31日現在)

構 成 比 構 成 比

3,183 6.28 3,941 5.92 758

0 0

3,182 3,941

1,200 2.37 15,900 23.89 14,700

37,884 74.70 38,275 57.52 390

29,357 23,922

2 2

8,524 14,350

3,375 6.66 3,680 5.53 305

2,593 2,593

747 1,037

－ 9

33 40

2,342 4.62 2,335 3.51 △7

877 2,028

1,465 307

2,205 4.35 2,111 3.17 △94

1 －

1,555 1,499

62 54

91 77

35 5

29 17

67 62

2 2

41 43

318 348

523 1.03 297 0.45 △225

△0 △0.00 △0 △0.00 △0

50,715 100.00 66,542 100.00 15,826

建 設 仮 勘 定

ソ フ ト ウ ェ ア

その他の無形固定資産

再 保 険 貸

外 国 再 保 険 貸

未 収 保 険 料

代 理 店 貸

貸 倒 引 当 金

共 同 保 険 貸

資 産 の 部 合 計

比較増減

未 収 金

未 収 収 益

預 託 金

その他の有形固定資産

無 形 固 定 資 産

建 物

繰 延 税 金 資 産

地 震 保 険 預 託 金

仮 払 金

そ の 他 資 産

土 地

金 額

( 資 産 の 部 )

現 金 及 び 預 貯 金

現 金

預 貯 金

有 価 証 券

金 額

国 債

株 式

有 形 固 定 資 産

そ の 他 の 証 券

金 銭 の 信 託

科 目

年 度
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(単位:百万円,％)

２０１９年度 ２０２０年度

（2020年3月31日現在) （2021年3月31日現在)

構 成 比 構 成 比

23,274 45.89 23,563 35.41 288

6,237 5,695

17,036 17,867

2,671 5.27 16,999 25.55 14,327

131 133

5 4

117 92

－ 14,676

434 408

97 97

8 8

976 796

901 781

113 0.22 121 0.18 7

682 1.35 739 1.11 56

682 739

26,742 52.73 41,422 62.25 14,680

10,000 19.72 10,000 15.03 －

8,455 16.67 8,455 12.71 －

6,967 6,967

1,487 1,487

5,338 10.53 5,679 8.54 341

3,032 3,032

2,305 2,647

2,305 2,647

23,793 46.92 24,134 36.27 341

179 0.35 984 1.48 805

179 0.35 984 1.48 805

23,972 47.27 25,119 37.75 1,146

50,715 100.00 66,542 100.00 15,826

再 保 険 借

純 資 産 の 部 合 計

価 格 変 動 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

繰 越 利 益 剰 余 金

債券貸借取引受入担保金

そ の 他 資 本 余 剰 金

比較増減

金 額

利 益 剰 余 金

責 任 準 備 金

外 国 再 保 険 借

賞 与 引 当 金

そ の 他 負 債

共 同 保 険 借

金 額

負 債 の 部 合 計

( 純 資 産 の 部 )

資 本 金

支 払 備 金

( 負 債 の 部 )

保 険 契 約 準 備 金

仮 受 金

負債及び純資産の部合計

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

未 払 法 人 税 等

預 り 金

利 益 準 備 金

資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金

前 受 収 益

未 払 金

特 別 法 上 の 準 備 金

株 主 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

科 目

年 度
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（注）１． 会計方針に関する事項は以下のとおりであります。 

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法は次のとおりであります。 

①  満期保有目的の債券の評価は、償却原価法により行なっております。 

②  その他有価証券のうち時価のあるものの評価は、期末日の市場価格等に基づく時価法によ

り行なっております。なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、また、売却原価の算

定は移動平均法に基づいております。 

③  その他有価証券のうち時価のないものの評価は、移動平均法に基づく原価法により行なっ

ております。 

（２） 金銭の信託の評価基準及び評価方法は、時価法によっております。 

（３） 有形固定資産の減価償却は定率法により行なっております。ただし、1998 年 4 月 1 日以降に

取得した建物（建物付属設備を除く）並びに 2016 年 4 月 1 日以降に取得した建物付属設備につ

いては、定額法により行なっております。 

（４） 無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却は、利用可能期間に基づく

定額法によっております。 

（５） 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算は、外貨建取引等会計処理基準に準拠して行なっ

ております。 

（６） 貸倒引当金は、債権の貸倒れによる損失に備えるため、資産の自己査定基準及び償却・引当

基準に基づき、次のとおり計上しております。 

破産、特別清算、手形交換所における取引停止処分等、法的・形式的に経営破綻の事実が発生

している債務者に対する債権及び実質的に経営破綻に陥っている債務者に対する債権について

は、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額等を控除し、

その残額を引き当てております。 

今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債権額

から担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額のう

ち、債務者の支払能力を総合的に判断して必要と認められる額を引き当てております。 

上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率を

債権額に乗じた額を引き当てております。 

また、全ての債権は資産の自己査定基準に基づき、勘定科目主管部が資産査定を実施し、当該

部から独立した内部監査部が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を

行なっております。 

（７） 保険料、支払備金及び責任準備金等の保険契約に関する会計処理については、保険業法等の

法令等の定めによっております。 

（８） 賞与引当金は、従業員の賞与に充てるため、支給見込額を基準に計上しております。 

（９） 価格変動準備金は株式等の価格変動による損失に備えるため、保険業法第 115 条の規定に基

づき計上しております。 

（１０） 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。ただし、損害調査費、営業費及び一般

管理費等の費用は税込方式によっております。 

なお、資産に係る控除対象外消費税等は仮払金に計上し、5 年間で均等償却を行なっておりま

す。 
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２．重要な会計上の見積り 

会計上の見積りの開示に関する会計基準（企業会計基準第 31 号）に基づいて識別した重要な会計上の

見積りは以下の通りです。 

 

支払備金 

（１）当年度の計算書類に計上した金額 

      当年度の貸借対照表の「支払備金」に 5,695 百万円計上しております。 

 

（２）会計上の見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報 

保険業法第 117 条、同施行規則第 72 条及び第 73 条の規定に基づき、保険契約に基づいて支払義務

が発生した又は発生したと認められる保険金等のうち、まだ支払っていない金額を見積り、支払備

金として積み立てております。 

① 算出方法 

支払事由の発生の報告があった保険契約については、支払事由の報告内容及び保険契約の

内容に基づき個別に支払見込額を見積もっております。 

保険契約に規定する支払事由が既に発生しているものの、まだ支払事由の発生の報告を受け

ていないものについては、過去の支払実績等を勘案して算出した最終損害額の見積りに基づ

き計上しております。 

② 翌年度の計算書類に与える影響 

事案の進捗などにより、保険金等の支払額や支払備金の計上額が当初の見積りから変動す

る可能性があります。また、最終損害額の見積りについては、見積手法の選択等に起因する

不確実性を有しております。 

 

（表示方法の変更） 

（「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用） 

「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第 31 号 2020 年 3 月 31 日）を当年度末

に係る計算書類から適用し、重要な会計上の見積りに関する注記を記載しております。 

 

 

３．（１） 金融商品の状況に関する事項 

① 金融商品に対する取組方針 

   当社は、資産の運用にあたり、安全性・健全性・流動性に留意し、中長期的に安定収益を

確保することを基本方針としております。運用資産は主に有価証券であり、国内の公社債に

よる運用を基本としつつ、運用収益向上を企図して投資信託による運用も行なっております。 

② 金融商品の内容及びそのリスク 

    当社が保有する主な金融資産は、国内の公社債を中心とする有価証券であり、満期保有目

的の債券及びその他有価証券として保有しております。これらは、金利リスクを中心とした

市場関連リスク等に晒されております。投資信託は金利、株価、為替などの市場関連リスク

及び発行体の信用リスクに晒されております。また、未払金その他の金融負債の支払など資

金管理に関して流動性リスクに晒されております。なお、当社はデリバティブ取引を行なっ 
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ておりません。 

③ 金融商品に係るリスク管理体制 

 （ⅰ） 市場関連リスクの管理 

当社は、市場関連リスク管理統括部署をリスク管理・コンプライアンス部と定め市場関

連リスク管理を行なうとともに、リスク管理にかかわる審議等を行なうリスク管理・コン

プライアンス委員会に取組状況を報告しております。     

市場関連リスクの管理にあたっては、リスク管理上必要と判断される限度枠を設定し、

定期的に見直しを行なっております。さらに、当社ではＶaＲ手法によるリスク量の計測

に加えて、通常の予測を超えた急激な市場変動が発生する事態も想定して、ストレステス

トを定期的に行なっております。 

 （ⅱ） 信用リスクの管理 

     当社は、信用リスク管理統括部署をリスク管理・コンプライアンス部と定め信用リスク

管理を行なうとともに、リスク管理・コンプライアンス委員会に取組状況を報告しており

ます。信用リスクの管理にあたっては、保有資産全体の安全性・健全性に鑑み、リスクが

特定企業・グループ等に集中することのないよう運用先の分散を図るとともに、特に一定

額以上の投融資や重要度の高い案件については、経営会議等で検討のうえ、決裁する体制

となっております。 

 （ⅲ） 資金調達に係る流動性リスクの管理 

    当社は、流動性リスク管理統括部署をリスク管理・コンプライアンス部と定め流動性リ

スク管理を行なうとともに、リスク管理・コンプライアンス委員会に取組状況を報告して

おります。流動性リスクの管理にあたっては、低流動性資産の運用制限、大口資金移動の

事前把握等により、手元流動性水準を的確にコントロールしております。 

（２） 金融商品の時価等に関する事項 

     2021 年 3 月 31 日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり

であります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めてお

りません（注２）。 
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（単位：百万円） 

 貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

① 現金及び預貯金 3,941 3,941 -  

② 金銭の信託 15,900 15,900 -  

③ 有価証券    

満期保有目的の債券 18,378 19,404 1,025 

その他有価証券 19,894 19,894 -  

④ 代理店貸 1,499 1,499 - 

資産計 59,614 60,639 1,025 

⑤ 債券貸借取引受入担保金 14,676 14,676 - 

負債計 14,676 14,676 - 

 

  

(注１) 金融商品の時価の算定方法並びに金銭の信託及び有価証券取引に関する事項 

   資産 

①  現金及び預貯金 

満期のない預金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に  

よっております。 

②  金銭の信託 

金銭の信託の時価については、信託財産構成物である金融資産によって評価しております。

なお、合同運用の金銭信託のうち預金と同様の性格を有するものは、短期間で決済されるた

め、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。 

また、保有目的ごとの金銭の信託に関する注記事項は以下のとおりであります。 

（ⅰ） 運用目的、満期保有目的以外の金銭の信託において、貸借対照表計上額、取得原価及

びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、当事業年度中に解約した運

用目的、満期保有目的以外の金銭の信託はありません。 

（単位：百万円） 

 貸借対照表 

計上額 
取得原価 差額 

金銭の信託 15,900 15,900 -  

（注）本表の金銭の信託は合同運用の金銭信託であります。 

③  有価証券 

有価証券の時価については、債券は期末日の市場価格によっております。投資信託は、取

引金融機関から提示された基準価額によっております。 

なお、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項は以下のとおりであります。 

（ⅰ） 満期保有目的の債券において、種類ごとの貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額

については、次のとおりであります。なお、当事業年度中に売却した満期保有目的の債

券はありません。 
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（単位：百万円） 

 
種類 

貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

時価が貸借対照表計上

額を超えるもの 
公社債 18,378 19,404 1,025 

時価が貸借対照表計上

額を超えないもの 
公社債 - - - 

合計 18,378 19,404 1,025 

 

（ⅱ） その他有価証券の当事業年度中の売却額は 6,208 百万円であり、売却益の合計額

は 40 百万円、売却損の合計額は 5 百万円であります。また、種類ごとの貸借対照表

計上額、取得原価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 

（単位：百万円） 

 
種類 

貸借対照表 

計上額 
取得原価 差額 

貸借対照表計上額が取

得原価を超えるもの 

公社債 5,543 5,490 52 

株式 -  -  -  

その他 14,350 13,035 1,315 

小計 19,894 18,526 1,367 

貸借対照表計上額が取

得原価を超えないもの 

公社債 -  -  -  

株式 -  -  -  

その他 -  -  -  

小計 -  -  -  

合計 19,894 18,526 1,367 

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含めてお

りません。 

     （ⅲ） 上記の表中にある「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。当事業年度に

おいて、減損処理を行なった有価証券はありません。 

     （ⅳ） 当事業年度中において、保有目的が変更となった有価証券はありません。 

④ 代理店貸 

代理店貸については、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっております。 

 

負債 

⑤ 債券貸借取引受入担保金 

約定期間が短期であることから、時価は帳簿価格と近似しているものと想定されるため、

当該帳簿価額を時価としております。 
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  (注２)  時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は、次のとおりであり、「資産

③ 有価証券 その他有価証券」には含めておりません。 

      非上場株式（貸借対照表計上額 2 百万円）は、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・

フローを見積もることができないことから時価開示の対象とはしておりません。 

 

  (注３) 金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額 

（単位：百万円） 

 
1 年以内 

1 年超 

5 年以内 

5 年超 

10 年以内 
10 年超 

現金及び預貯金 

 預貯金 

金銭の信託 

有価証券 

満期保有目的の債券 

  国債 

 その他有価証券のうち

満期があるもの 

  国債 

代理店貸 

 

3,941 

15,900 

 

 

1,657 

 

 

2,809 

1,499 

 

- 

- 

 

 

7,002 

 

 

2,734 

- 

 

- 

- 

 

 

9,415 

 

 

- 

- 

 

- 

- 

 

 

303 

 

 

- 

- 

合計 25,807 9,736 9,415 303 

 

(注４) 債券貸借取引受入担保金の決算日後の返済予定額 

（単位：百万円） 

 
1 年以内 

1 年超 

5 年以内 

5 年超 

10 年以内 
10 年超 

債券貸借取引受入担保金 14,676 - - - 

 

４． 賃貸等不動産の状況に関する事項及び賃貸等不動産の時価に関する事項 

当社では、東京都にある本社ビルにおいて一部賃貸をしており、当期末における当該賃貸等不動産

の貸借対照表価額は 1,058 百万円、時価は 1,531 百万円であります。なお、時価の算定にあたって

は、社外の不動産鑑定士による鑑定評価によっております。ただし、直近の評価時点から一定の評価

額や適切に市場価額を反映していると考えられる指標に重要な変動が生じていないため、当該評価

額や指標を用いて調整した価額によっております。 

５． 消費貸借契約により貸し付けている有価証券の貸借対照表計上額は 13,682 百万円であります。 

６． 有形固定資産の減価償却累計額は 2,303 百万円であります。 

７． 関係会社に対する金銭債権の総額は 9 百万円、金銭債務の総額は 734 百万円であります。 

８． 繰延税金資産の総額は 4,252 百万円、繰延税金負債の総額は 569 百万円であります。また、繰延税

金資産から評価性引当額として控除した額は 3,385 百万円であります。 

繰延税金資産の発生の主な原因別内訳は、責任準備金 3,367 百万円、支払備金 400 百万円、価格

変動準備金 206 百万円及びソフトウェア 198 百万円であります。 

繰延税金負債の発生の主な原因別内訳は、その他有価証券に係る評価差額金 382 百万円、自動車損 
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害賠償責任保険にかかる責任準備金 186 百万円であります。 

９．（１） 支払備金の内訳は次のとおりであります。 

支払備金（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） 5,923 百万円 

同上にかかる出再支払備金 483 百万円 

差引（イ）  5,440 百万円 

地震保険及び自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金（ロ） 254 百万円 

計（イ＋ロ） 5,695 百万円 

（２） 責任準備金の内訳は次のとおりであります。 

普通責任準備金（出再責任準備金控除前） 6,354 百万円 

同上にかかる出再責任準備金 914 百万円 

差引（イ） 5,439 百万円 

その他の責任準備金（ロ） 12,428 百万円 

計（イ＋ロ） 17,867 百万円 

 

１０．1 株当たりの純資産額は 62,798 円 86 銭であります。 

算定上の基礎である純資産額は 25,119 百万円、普通株式の期末株式数は 400 千株であります。 

１１． 事業年度末日後に、翌事業年度以降の財産又は損益に重要な影響を及ぼす事象は生じておりませ

ん。 

１２． 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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（２）損益計算書

（単位：百万円）

経　　常　　収　　益　　 16,366 15,805 △561 

15,500 15,311 △188 

15,471 14,743 △728 

0 0 △0 

27 24 △3 

－ 542 542 

860 484 △375 

528 462 △66 

0 6 6 

358 40 △318 

△27 △24 3 

6 9 3 

経　　常　　費　　用 15,030 14,412 △618 

10,665 10,154 △510 

5,488 5,316 △171 

731 793 62 

3,179 3,211 31 

4 1 △3 

507 － △507 

752 831 78 

0 0 0 

17 5 △12 

17 5 △12 

4,347 4,249 △98 

0 3 2 

経    常    利    益 1,336 1,393 57 

特    別    損    失 64 56 △8 

0 0 0 

64 56 △8 

64 56 △8 

1,271 1,336 65 

663 702 38 

△152 △87 65 

511 614 103 

760 721 △38 

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

損 害 調 査 費

利 息 及 び 配 当 金 収 入

金 銭 の 信 託 運 用 益

保 険 引 受 収 益

諸 手 数 料 及 び 集 金 費

資 産 運 用 費 用

責 任 準 備 金 繰 入 額

支 払 備 金 繰 入 額

比較増減

そ の 他 経 常 費 用

2019年 4月 1日から

2020年 3月31日まで

２０１９年度

金     額

為 替 差 損

正 味 支 払 保 険 金

満 期 返 戻 金

有 価 証 券 売 却 損

正 味 収 入 保 険 料

収 入 積 立 保 険 料

積 立 保 険 料 等 運 用 益

支 払 備 金 戻 入 額

当 期 純 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

固 定 資 産 処 分 損

特 別 法 上 の 準 備 金 繰 入 額

価 格 変 動 準 備 金

２０２０年度

2020年 4月 1日から

金     額

2021年 3月31日まで

そ の 他 経 常 収 益

保 険 引 受 費 用

有 価 証 券 売 却 益

積 立 保 険 料 等 運 用 益 振 替

資 産 運 用 収 益

科 目

年 度
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（注） １. 関係会社との取引による収益総額は 109 百万円、費用総額は 1,245 百万円であります。 

２．（１） 正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。 

収入保険料 16,217 百万円 

支払再保険料 1,473 百万円 

差引 14,743 百万円 

（２） 正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。 

支払保険金 9,267 百万円 

回収再保険金 3,950 百万円 

差引 5,316 百万円 

（３） 諸手数料及び集金費の内訳は次のとおりであります。 

支払諸手数料及び集金費 3,436 百万円 

出再保険手数料 224 百万円 

差引 3,211 百万円 

（４） 支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

支払備金繰入額（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） △5,502 百万円 

同上にかかる出再支払備金繰入額 △4,972 百万円 

差引（イ） △530 百万円 

地震保険及び自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金繰入額（ロ） △12 百万円 

計（イ＋ロ） △542 百万円 

（５） 責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

普通責任準備金繰入額（出再責任準備金控除前） 544 百万円 

同上にかかる出再責任準備金繰入額 263 百万円 

差引（イ） 281 百万円 

その他の責任準備金繰入額（ロ） 549 百万円 

計（イ＋ロ） 831 百万円 

（６） 利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。 

預貯金利息 0 百万円 

有価証券利息・配当金 363 百万円 

不動産賃貸料 98 百万円 

その他利息・配当金 0 百万円 

計 462 百万円 

３． 損害調査費、営業費及び一般管理費として計上した退職給付費用は確定拠出年金の拠出額 28 百万

円及び前払退職金 60 百万円であります。 

４． 1株当たりの当期純利益金額は 1,804 円 17 銭であります。 

算定上の基礎である当期純利益金額及び普通株式に係る当期純利益金額は 721 百万円、普通株式

の期中平均株式数は 400 千株であります。 

潜在株式調整後 1 株当たりの当期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。 

５． 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。                            
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（2019年4月1日から2020年3月31日まで） （単位：百万円）

その他
利益

剰余金

繰越利益
剰余金

当期首残高 52,000 1,455 － 1,455 3,032 2,295 5,328 58,783 796 796 59,579

当期変動額

減資 △42,000 － 42,000 42,000 － － － － － － －

剰余金の配当 － 5,512 △40,512 △35,000 － △750 △750 △35,750 － － △35,750

当期純利益 － － － － － 760 760 760 － － 760

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）

－ － － － － － － － △616 △616 △616

当期変動額合計 △42,000 5,512 1,487 7,000 － 10 10 △34,989 △616 △616 △35,606

当期末残高 10,000 6,967 1,487 8,455 3,032 2,305 5,338 23,793 179 179 23,972

（株主資本等変動計算書の注記）

１．　発行済株式の種類及び総数に関する事項は以下のとおりであります。

 （単位：株）  　

２．　配当に関する事項は以下のとおりであります。

（１）配当金支払額

（２）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

３．　金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

株主資本 評価・換算差額等

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

その他
有価証券
評価
差額金

評価・
換算差額
等合計

資本
準備金

その他
資本

剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

利益
剰余金
合計

当事業年度
期首株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度
末株式数

発 行済 株式 400,000 － － 400,000

普通株式 400,000 － － 400,000

合　計 400,000 － － 400,000

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

2019 年 6 月 25 日

定 時 株 主 総 会
普通株式 35,000百万円 資本剰余金 87,500円00銭 2019年3月31日 2019年6月27日

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

2019 年 6 月 25 日

定 時 株 主 総 会
普通株式 750百万円 利益剰余金 1,875円00銭 2019年3月31日 2019年6月27日

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

2020 年 6 月 25 日
定 時 株 主 総 会

普通株式 380百万円 利益剰余金 950円00銭 2020年3月31日 2020年6月29日
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当事業年度（2020年4月1日から2021年3月31日まで） （単位：百万円）

その他
利益

剰余金

繰越利益
剰余金

当期首残高 10,000 6,967 1,487 8,455 3,032 2,305 5,338 23,793 179 179 23,972

当期変動額

剰余金の配当 － － － － － △380 △380 △380 － － △380

当期純利益 － － － － － 721 721 721 － － 721

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）

－ － － － － － － － 805 805 805

当期変動額合計 － － － － － 341 341 341 805 805 1,146

当期末残高 10,000 6,967 1,487 8,455 3,032 2,647 5,679 24,134 984 984 25,119

（株主資本等変動計算書の注記）

１．　発行済株式の種類及び総数に関する事項は以下のとおりであります。

 （単位：株）  　

２．　配当に関する事項は以下のとおりであります。

（１）配当金支払額

（２）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

３．　金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

該当ありません。

株主資本 評価・換算差額等

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

その他
有価証券
評価
差額金

評価・
換算差額
等合計

資本
準備金

その他
資本

剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

利益
剰余金
合計

当事業年度
期首株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度
末株式数

発 行済 株式 400,000 － － 400,000

普通株式 400,000 － － 400,000

合　計 400,000 － － 400,000

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

2020 年 6 月 25 日
定 時 株 主 総 会

普通株式 380百万円 利益剰余金 950円00銭 2020年3月31日 2020年6月29日

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

2021 年 6 月 23 日
定 時 株 主 総 会

普通株式 505百万円 利益剰余金 1,262円92銭 2021年3月31日 2021年6月25日
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３．補足情報

（単位：百万円，％）

２０１９年度 ２０２０年度

（第２４期） （第２５期）

15,688 15,478 △209 △1.3

( 15,688 ) ( 15,478 ) ( △209 ) ( △1.3 )

15,500 15,311 △188 △1.2

（ うち ） ( 15,471 ) ( 14,743 ) ( △728 ) ( △4.7 )

（ うち ） ( 0 ) ( 0 ) ( △0 ) ( △21.9 )

10,665 10,154 △510 △4.8

（ うち ） ( 5,488 ) ( 5,316 ) ( △171 ) ( △3.1 )

（ うち ） ( 731 ) ( 793 ) ( 62 ) ( 8.5 )

（ うち ） ( 3,179 ) ( 3,211 ) ( 31 ) ( 1.0 )

（ うち ） ( 4 ) ( 1 ) ( △3 ) ( △74.6 )

860 484 △375 △43.7

（ うち ） ( 528 ) ( 462 ) ( △66 ) ( △12.6 )

（ うち ） ( 0 ) ( 6 ) ( 6 ) ( 1,662.7 )

（ うち ） ( 358 ) ( 40 ) ( △318 ) ( △88.7 )

17 5 △12 △71.1

（ うち ） ( 17 ) ( 5 ) ( △12 ) ( △71.1 )

4,347 4,249 △98 △2.3

（ ） ( 4,273 ) ( 4,179 ) ( △94 ) ( △2.2 )

5 6 0 5.5

1,336 1,393 57 4.3

（ ） ( 560 ) ( 976 ) ( 416 ) ( 74.2 )

64 56 △8 △12.5

△64 △56 8 －

1,271 1,336 65 5.1

663 702 38 5.8

△152 △87 65 －

511 614 103 20.3

760 721 △38 △5.0

40.2 % 41.4 %

48.2 50.1

1.05 0.80

1.72 0.87

(参考)時価総合利回り：２０１９年度は０．０３％、２０２０年度は２．７７％であります。

(注)

 1.保険引受利益＝保険引受収益－(保険引受費用＋保険引受に係る営業費及び一般管理費)±その他収支

　 なお、その他収支は自動車損害賠償責任保険等に係る法人税相当額などであります。

 2.各利回りの計算方法は下記に記載したとおりであります。

 ＜利回りの計算方法＞

  1.運用資産利回り(インカム利回り)

 　・分子＝利息及び配当金収入

   ・分母＝取得原価又は償却原価による平均残高

  2.資産運用利回り(実現利回り)

   ・分子＝資産運用収益＋積立保険料等運用益－資産運用費用

   ・分母＝取得原価又は償却原価による平均残高

  3.時価総合利回り(参考開示)

   ・分子＝(資産運用収益＋積立保険料等運用益－資産運用費用)＋(当期末評価差額＊－前期末評価差額＊)＋繰延ヘッジ損益増減

   ・分母＝取得原価又は償却原価による平均残高＋その他有価証券に係る前期末評価差額＊＋売買目的有価証券に係る前期末評価損益

            ＊税効果控除前の金額による

そ の 他 経 常 損 益

資 産 運 用 収 益

満 期 返 戻 金

利 息 及 び 配 当 金 収 入

資 産 運 用 費 用

有 価 証 券 売 却 損

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

金 銭 の 信 託 運 用 益

保 険 引 受 収 益

正 味 収 入 保 険 料

収 入 積 立 保 険 料

諸 手 数 料 及 び 集 金 費

有 価 証 券 売 却 益

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

運 用 資 産 利 回 り （ イ ン カ ム 利 回 り ）

資 産 運 用 利 回 り （ 実 現 利 回 り ）

法 人 税 等 合 計

正 味 損 害 率諸

比

率

正 味 事 業 費 率

特 別 損 益

法 人 税 及 び 住 民 税

税 引 前 当 期 純 利 益

特 別 損 失

保険引受に係る営業費及び一般管理費

損 害 調 査 費

正 味 支 払 保 険 金

経 常 利 益

保 険 引 受 利 益

保 険 引 受 費 用

元 受 正 味 保 険 料 （ 含 む 収 入 積 立 保 険 料 ）

（ 元 受 正 味 保 険 料 ）

（１）２０２０年度　損益状況の対前期比較

比 較 増 減 増 減 率年 度
科 目
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（２）種目別保険料・保険金

元受正味保険料（除く収入積立保険料） （単位：百万円，％）

正味収入保険料 （単位：百万円，％）

正味支払保険金 （単位：百万円，％）

火 災

傷 害

自動車損害賠償責任

賠 償 責 任

信 用

労働者災害補償責任

そ の 他

合 計

（注）正味損害率は正味支払保険金に損害調査費を加えて算出しております。

3.5)(        

5,488 0.9 40.2 5,316 △3.1 41.4 1.2)(        

119 △2.4 57.8 116 △2.3 61.3 

△74.4 4.7 114 395.3 22.9 18.2)(       

80 194.2 16.0 109 36.7 19.0 3.1)(        

23 

741 △9.1 95.1 670 △9.5 148.7 53.6)(       

△74.7 8.3 △14.1)(     107 393.0 22.3 27 

△6.3 38.1 △1.5)(      

267 △5.5 48.8 388 45.2 187.0 138.2)(      

4,149 1.7 39.7 3,889 

0.4 

△2.9 

683 4.6 

511 3.5 

212 

（ 第 ２５ 期 ）

△9.4 

14,743 100.0 △4.7 3.1 

1.3 

２０２０年度

192 

２０１９年度

（ 第 ２４ 期 ）

6.2 

－ 

680 4.4 △0.5 

信 用

合 計 15,471 100.0 

損 害 率

労 働 者 災 害 補 償 責 任

金 額
対前年増減 正 味
（△）率

526 3.4 

3.1 △42.1 

81.9 △0.3 傷 害 12,105 78.2 1.6 

63.7 

6.6 

223 1.5 △62.5 火 災 595 3.8 

自 動 車 損 害 賠 償 責 任 779 5.0 

２０１９年度 ２０２０年度

（ 第 ２４ 期 ） （ 第 ２５ 期 ）

△1.3 

そ の 他 143 

553 3.5 △0.2 541 

0.9 △3.0 149 1.0 

3.5 

－

6.2 △3.2 938 6.1 △3.0 

（ 第 ２４ 期 ）

12,400 79.0 1.5 

対前年増減

（△）率 （△）率

12,414 80.2 0.1 

575 3.7 △24.2 火 災 758 4.8 39.6 

傷 害

自 動 車 損 害 賠 償 責 任 － － － － － 

労 働 者 災 害 補 償 責 任

２０１９年度 ２０２０年度

（ 第 ２５ 期 ）

金 額 構 成 比
対前年増減

金 額 構 成 比

△2.1 

859 5.6 △0.6 

信 用 967 

3.8 

賠 償 責 任 864 5.5 1.1 

金 額 構 成 比
対前年増減

（△）率 （△）率

100.0 合 計

金 額

対前年増減 正 味

2.4 15,478 100.0 

12,075 

そ の 他

賠 償 責 任

1.4 7.0 

金 額
（△）率 損 害 率 (比較増減(△))

571 3.7 △2.6 607 4.1 

15,688 

構 成 比
対前年増減

451 

年 度

種 目

年 度

種 目

年 度

種 目
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（３）有価証券

１.売買目的有価証券
該当ありません。

２.満期保有目的の債券 　　　（単位：百万円）

貸借対照表
計上額

時価 差額
貸借対照表
計上額

時価 差額

公 社 債 18,508   19,803   1,295    18,378   19,404   1,025    
外 国 証 券 -        -        -        -        -        -        
そ の 他 -        -        -        -        -        -        
小 計 18,508   19,803   1,295    18,378   19,404   1,025    
公 社 債 -        -        0 -        -        -        
外 国 証 券 -        -        -        -        -        -        
そ の 他 -        -        -        -        -        -        
小 計 -        -        0 -        -        -        

18,508   19,803   1,295    18,378   19,404   1,025    

３.その他有価証券 　　　（単位：百万円）

貸借対照表
計上額

取得原価 差額
貸借対照表
計上額

取得原価 差額

公 社 債 10,849   10,704   144      5,543    5,490    52       
株 式 -        -        -        -        -        -        
外 国 証 券 -        -        -        -        -        -        
そ の 他 3,050    2,750    300      14,350   13,035   1,315    
小 計 13,899   13,454   445      19,894   18,526   1,367    
公 社 債 -        -        -        -        -        -        
株 式 -        -        -        -        -        -        
外 国 証 券 -        -        -        -        -        -        
そ の 他 5,474    5,670    △ 195 -        -        -        
小 計 5,474    5,670    △ 195 -        -        -        

19,373   19,124   249      19,894   18,526   1,367    
（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含まれていません。

４.売却したその他有価証券 　　　（単位：百万円）

売却額
売却益の
合計額

売却損の
合計額

売却額
売却益の
合計額

売却損の
合計額

公 社 債 7,603    213      -        5,239    34       -        
株 式 -        -        -        -        -        -        
外 国 証 券 -        -        -        -        -        -        
そ の 他 2,057    145      17       969      5        5        
合 計 9,661    358      17       6,208    40       5        

５.減損処理を行った有価証券
　　該当ありません。

合計

種類

２０１９年度 ２０２０年度
（2020年3月31日現在) （2021年3月31日現在)

時価が貸借対照表
計上額を超えるも
の

時価が貸借対照表
計上額を超えない
もの

貸借対照表計上額
が取得原価を超え
るもの

貸借対照表計上額
が取得原価を超え
ないもの

合計

２０１９年度

２０１９年度 ２０２０年度

種類
2019年度 4月 1日から

2020年度 3月31日まで

2020年度 4月 1日から

2021年度 3月31日まで

２０２０年度

種類
（2020年3月31日現在) （2021年3月31日現在)
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（４）金銭の信託

１.運用目的の金銭の信託
該当ありません。

２.満期保有目的の金銭の信託
該当ありません。

３.運用目的、満期保有目的以外の金銭の信託 （単位：百万円）

貸借対照表
計上額

取得原価 差額
貸借対照表
計上額

取得原価 差額

金 銭 の 信 託 1,200    1,200    -        15,900   15,900   -        

合 計 1,200    1,200    -        15,900   15,900   -        

（注）上表の金銭の信託は合同運用の金銭の信託であります。

（５）デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益
該当ありません。

（６）リスク管理債権情報
破綻先債権･延滞債権･３ヵ月以上延滞債権及び貸付条件緩和債権に該当する債権はありません。

２０１９年度 ２０２０年度
（2020年3月31日現在) （2021年3月31日現在)
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（７）単体ソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円、％）

(A) 単体ソルベンシー・マージン総額 37,521 39,606
  資本金又は基金等 23,413 23,629
  価格変動準備金 682 739
  危険準備金 28 26
  異常危険準備金 11,076 11,799
  一般貸倒引当金 － －
  その他有価証券評価差額金・繰延ヘッジ損益（税効果控除前） 224 1,230
  土地の含み損益 1,347 1,347
  払戻積立金超過額 － －
  負債性資本調達手段等 － －
  払戻積立金超過額及び負債性資本調達手段等のうち、
  マージンに算入されない額

－ －

  控除項目 － －
  その他 748 833

(B) 単体リスクの合計額
    (Ｒ１＋Ｒ２)

２
＋(Ｒ３＋Ｒ４)

２
＋Ｒ５＋Ｒ６

一般保険リスク（Ｒ１） 1,795 1,808
第三分野保険の保険リスク（Ｒ２） － －
予定利率リスク（Ｒ３） 5 4
資産運用リスク（Ｒ４） 856 1,315
経営管理リスク（Ｒ５） 62 72
巨大災害リスク（Ｒ６） 482 484

(C)
単体ソルベンシー・マージン比率
[(Ａ)／｛(Ｂ)×1/2｝]×100

2,958.0 2,832.2

(注) 「単体ソルベンシー・マージン比率」とは、保険業法施行規則第86条（単体ソルベンシー・マージン）および第
87条（単体リスク）ならびに平成８年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出された比率です。

＜単体ソルベンシー･マージン比率＞
・ 損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立型保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立てております
 が、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険が発生した場合でも、

   ＜単体ソルベンシー･マージン比率＞ 十分な支払能力を保持しておく必要があります。

・ こうした「通常の予測を超える危険」を示す「単体リスクの合計額」（上表の(B)）に対する「損害保険会社が保有している
 資本金・準備金等の支払余力」（すなわち単体ソルベンシー・マージン総額：上表の(A)）の割合を示す指標として、保険業法
 等に基づき計算されたものが、「単体ソルベンシー・マージン比率」（上表の(C)）であります。

・ 「通常の予測を超える危険」とは、次に示す各種の危険の総額であります。
   ①保険引受上の危険     ：保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険（巨大災害に係る危険を除く）
     （一般保険リスク）     
     （第三分野保険の保険リスク）
   ②予定利率上の危険     ：実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回ることにより発生し得る危険
     （予定利率リスク）     
   ③資産運用上の危険     ：保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより発生し得る危険等
     （資産運用リスク） 
   ④経営管理上の危険     ：業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記①～③及び⑤以外のもの
     （経営管理リスク）     
   ⑤巨大災害に係る危険   ：通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し得る危険
     （巨大災害リスク）     

・ 「損害保険会社が保有している資本金･準備金等の支払余力」（単体ソルベンシー・マージン総額）とは、損害保険会社の純資
 産（社外流出予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金･異常危険準備金等）、土地の含み益の一部等の総額であります。

・ 単体ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に活用する客観的な判断指標のひとつですが、その数
 値が200％以上であれば｢保険金等の支払能力の充実の状況が適当である｣とされております。

2,536 2,796

区分
２０１９年度 ２０２０年度

（2020年3月31日現在） （2021年3月31日現在）
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